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１　はじめに

n 今回扱う内容

n 各種参考文献[1,2,3,4,5]の解説

n Java[6,7,8,9,10]を用いたHiformEDの作成



n 背景

n Hiform96[1,2]
　ISO6592-1985（JISX0126-1987：応用システム文

書化要項）のガイドラインにある項目を使用。

n Java[6,8]
　ハードウェアに依存しないオブジェクト仕様言語。

１９９５年５月に正式発表。

n Swing[8,10]
　GUIの構成要素を作成するためのツール。１９９

８年２月２８日にSwing1.0.1として正式リリース。



２　準備 [1,3,6,7,8,9,10]

n Hiform96の特徴
n プログラミング教育を目的として開発された表形式
仕様書システム。

n １７種類の定型用紙が定められている。





n Java とSwing

n Java の特徴

（１）オブジェクト指向言語

（２）マルチスレッドが扱える

（３）誤りを起こしにくい

（４）機種依存性が非常に少ない

（５）アプレットの作成が可能



n Java 仮想マシン（Java Virtual Machine）

　クラスファイルをCPU ではなく、そのコンピュータ
上で実行するための仮想的な機械。

n Swing の特徴

（１）SwingのパッケージはすべてJavaで記述

（２）各プラットフォーム間で同じ外見と動作をする

（３）実行時にルックアンドフィールの切り替えが
可能

（４）きめ細かい設定やカスタマイズが可能



３　表形式とグラフ文法 [1,3,4,5]

n 表形式と複合図
　表形式を複合図を用いて表形式化する。



n 複合図とマーク付きグラフ

　マーク付きグラフを以下のように決定

（１）マーク付きグラフのマークは複合図の項目を
示す

（２）辺のラベルは各項目間の関係を示す



n NCE グラフ文法

　Σ : 頂点集合のアルファベット

　Γ : 辺のラベルの頂点集合

　GRΣ,Γ : Σ,Γ 上のグラフの集合

　Σ,Γ 上で組み込まれているグラフは(H , C )で定め
られる。ただし、

H ∈ GRΣ,Γ
C  : (H , C )の接続　関係

C の各要素は(H , C )の接続指示



定義　３．３．１

　edNCEグラフ文法は６つ組G = (Σ,Δ,Γ,Ω, P , S ) で

定義。ただし、

　Σ：頂点のラベルの集合

　Δ(⊆Σ)  ：終端頂点のアルファベット

　Γ：辺のラベルの集合

　Ω(⊆Γ)　：終端辺のラベルのアルファベット

　P ：プロダクションの有限集合

S∈Σ－Γ ：初期終端記号

　プロダクションはX → ( D , C ) （X∈Σ－Γ , ( D , C ) 

∈ GREΣ,Γ） 　　　　□



n 表形式と文脈自由グラフ文法

定義　３．４．１

　属性NCEグラフ文法は AGG = 〈G , Att , F 〉で
定められ、

　（１）　G = (Σ,Δ,Γ,Ω, P , S ) はAGG の基底
（文脈自由）グラフ文法。

　（２）　G部分集合 V に属するすべてのノード記
号 Y は２つの有限集合 Inh ( Y ) , Syn ( Y ) に
分けられる。ただしInh は継承属性、Syn は
合成属性。



　（３）　すべてのプロダクション

を結びつけたものは、

のすべての属性の定める意味規則の集合Fa。

□

PCDXp ∈→= ),(0

)()( )(0 YInhXSyn DLabY ∈∪∪



n Hiformと属性順位グラフ文法

Hiform2000：Hiform文書を属性グラフ文法で特
徴づけられた形式

Hiform2000で形式化する文法：Hiform属性グラ
フ文法（HFAGG）

HFAGGのプロダクションの数：280

グラフの開始のマーク：[struct]





n Hiformにおけるレイアウト問題

　属性評価によって解かれるため、属性x , y（座表
計算用）, width , height（幅と高さ計算用）を使用。







４　HiformED

　目標

（１）用紙選択ダイアログの作成

（２）テキストエディタの作成



n 用紙選択ダイアログからの目的様
式の作成

　用紙選択ダイアログの各項目で入力されたデータ
をもとに作成。

　目的

　誰でも簡単に目的の様式の作成を可能にさせるため。





　（１）用紙選択ダイアログ

　　作成したい様式の選択を行う。



　（２）ヘッダーの作成に関する確認

すでにヘッダーの作成が完了しているかの確認を

行う。

完了している　→　（４）へ

完了していない　→　（３）へ



　（３）ヘッダーの作成
ヘッダーの入力を行う。



　（４）各項目の入力
各様式に対応した項目の入力



　（５）入力確認画面
入力された内容を表示。間違い等がなければ入力
が完了し、入力内容が保存される。



n テキストエディッタからの作成

　目的

　中間コードを作成するため。

　機能 　

n スクロール機能

n 特定の拡張子をもつファイルのみを読み込みむロー
ド機能

n 上書き保存が可能なセーブ機能











５　おわりに
　Hiform EDの作成においては前述のことを行った。

n 今後の課題

n 用紙選択ダイアログからの作成のおいて、入力さ
れたデータから目的の様式を表示させる。

n テキストエディッタについては内部構造の作成を行
う。　
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